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（１）� 目� 的�

近年，噴火湾のホタテガイ養殖漁業では，生産コストの上昇

や需給バランスの崩れ等による生産地価格の下落により経営が

厳しくなっている。さらに，最近 ��年で５回（����，����，����，

����，����年）起きた採苗不良は経営悪化に拍車をかけている。

種苗の安定確保には地場採苗が必要不可欠である。また，����

年に稚貝の大量変形・欠刻，����年に稚貝の大量斃死がともに

過去最大規模で起きた。これらを反映し，���	 年と ���
 年の

出荷貝が大量斃死した（両年ともその時点で過去最大規模）。

これらの大量斃死は出荷予定貝の３～４割にも達し，噴火湾養

殖ホタテガイの生産量を �	万トン（����年）から ���万トン

（���	年）および ��	万トン（���
年）まで約６万トン減産さ

せた。

����年から ���
年に実施した「採苗安定化対策試験」と「採

苗安定化推進試験」では，採苗時の種苗密度に最も大きな影響

を与えているのは，生殖巣発達時期である２月の餌の量であり，

２月の餌の量が多い年は採苗が良好に，少ない年は採苗不良に

なることが示された。また，母貝の成長不良年には種苗密度は

期待値よりも低くなることも示された。そして，２月の餌量の

少ない年はエルニーニョ年と，母貝の成長不良年はラニーニャ

年と一致していることが解明された。この調査結果によって，

採苗良否の早期予測がある程度可能となった。

しかし，採苗を効率的に行うには，沖合の浮遊幼生分布状況

や海洋環境情報等を，採苗を行う養殖漁業者に毎年提供する必

用がある。そこで，本試験では，効率的な採苗に必要な情報を

発信するために，①地区別卵巣卵質調査，②沖合浮遊幼生調査，

③浮遊幼生期の海洋環境調査の３つを実施し，その結果をとり

まとめて，養殖漁業者に情報を提供する。

なお，情報の提供方法として，各地区水産技術普及指導所の

調査結果と併せて「噴火湾ホタテガイ情報」を栽培水試普及指

導員室が漁業者向けに配信してきたが，2010年３月に同室が廃

止されたのに伴い，本情報の配信を函館水試が担当することと

なった。

（２）� 経過の概要�

ア� 地区別卵巣卵質調査�

����年４月第３週に，噴火湾 ��地区からそれぞれ ��個体の

ホタテガイ１齢貝（耳つり貝）から卵巣を採取し，卵母細胞壊

死率を調べた。

�

イ� 沖合浮遊幼生分布調査・海洋環境調査�

����年４月 ��日～��日，５月 ��日～��日，６月７日～９日，

７月５日～７日，９月 �	日～��日，��月 �
日～��日に湾内

外 �
点（st５～st��）の観測点において水試試験調査船を用い

て（４月は釧路水試北辰丸，５～��月は函館水試金星丸），CTD

（SBE－９Plus）による海洋観測と，北原式プランクトンネッ

トによるホタテガイ幼生の採取（４～７月）を行った（図１，

表１）。また，５月 �� 日には，噴火湾内の観測定点において用

船により，ASTD（ASTD���）による海洋観測とホタテガイ浮

遊幼生の採取を行った。ホタテガイ幼生の採取は深度 �
ｍから

の鉛直曳きとした。なお，浮遊幼生密度の分布図は，各地区水

産技術普及指導所による沿岸部の調査結果とともに示した。

� �

図１．調査地点（縦軸は緯度，横軸は経度）�
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（３）� 得られた結果�

ア� 地区別卵巣卵質調査�

卵母細胞の壊死率は平均 ����％で，過去８年で３番目に高い

値だった（表２）。渡島６地区平均は ��％，胆振 �地区平均は

��％と渡島側で壊死率がやや高かった。

今年の卵母細胞壊死率は，渡島側で高く，胆振側で低い傾向

にあった（図２）。さらに，胆振側では，湾口ほど卵母細胞壊

死率が低く，湾奥ほど高い傾向があった。

� �

図２．噴火湾各地のホタテガイ卵母細胞壊死率（縦棒は標

準誤差，����年４月 ��日～��日）�
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表２．噴火湾各地のホタテガイ卵母細胞壊死率とその標準誤差

�
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表１．調査地点の緯度経度（��１～��４は ���� 年以降廃

止，＊は５月 ��日の用船による調査地点）�
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イ� 沖合浮遊幼生分布調査・海洋環境調査�

（ア）【４月】（４月 ��日～��日）�

浮遊幼生密度は，最高で４個／	（八雲沖），ほとんどの地点

で � 個／	 であり，非常に低かった（図３）。湾内の水温は，

深度 ��ｍで 
��～
��℃と低く，産卵の目安となる５℃以上の水

塊はなかった。�

浮遊幼生の殻長は �
�～����
のものが多く，小型だった（図

４）。�

最深地点（st
�）の水温は，深度０～��ｍまではほぼ一定で，


��～
��℃と非常に低かった（図５）。深度 ��ｍ以深はやや水

温が上がり，
��～���℃だった。深度 ��ｍ以浅の塩分がやや低

い事から，深度 ��ｍ以浅に冷たい沿岸親潮が流入したと考えら

れる。

噴火湾湾口のシル上深度 ��～��ｍに，水温と塩分がやや高い

水塊があった（図６）。日高湾に残留していた津軽暖流水の断

片が湾口に接近し，一部が湾内に侵入したと考えられた。

図６．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年４月 ��日～��日）�

図５．噴火湾最深地点における環境変量の鉛直変化（����

年４月 �
日）�
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図４．噴火湾（湾内沖合と湾口部沖合）におけるホタテガ

イ浮遊幼生の殻長組成（����年４月 ��日～��日）�
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図３．噴火湾におけるホタテガイ浮遊幼生密度（個／�）

の分布と深度 ��ｍにおける水温（℃）の等値線図（����

年４月 ��日～��日）�
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（イ）【５月上旬】（５月 ��日～��日）�

沖合では浮遊幼生の密度が低いが，沿岸では多いところで

��� 個／	 みられた（図７）。胆振側の伊達沖に約 ���℃の暖か

い水が観察され，今後，暖かい海域が拡がり，産卵も促進され

ると期待される。湾口に密な水温の等値線が観測されており，

湾内水の閉鎖性が強まっていると考えられる。�

浮遊幼生のサイズは小さく殻長���～����
が中心であった

（図８）。�

湾最深地点の深度 ��ｍ以深には，前年に湾内に流入した塩

分濃度の高い津軽暖流水の一部が残されている（図９）。溶在酸

素は表層から海底直上まで ����
���以上で，底層の低酸素化は

起きていない。�

湾央よりやや湾口側の表層に塩分 32.0以下の低塩分水の蓄

積が見られる（図 ��）。湾外の深部には塩分濃度が 

��と比較

的高い津軽暖流のフロント部分が観察される。�

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年５月 ��日～��日）�

図９．噴火湾最深地点における環境変量の鉛直変化（����

年５月 ��日）�
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図８．噴火湾（湾内沖合と湾口部沖合）におけるホタテガ

イ浮遊幼生の殻長組成（����年５月 ��日～��日）�
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図７．噴火湾におけるホタテガイ浮遊幼生密度（個／�）の

分布と深度 ��ｍにおける水温（℃）の等値線図（����年５

月 ��日～��日），格子丸：調査船調査，点丸：指導所調査�
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（ウ）【５月下旬】（５月 ��日）�

室蘭沿岸を除いて浮遊幼生の密度は高かった（図 ��）。沿岸・

沖合ともに八雲地区で浮遊幼生の密度が高く（由追 
���個／	，

内浦沖 ���� 個／	），室蘭地区で密度が低い傾向がある（崎守

��個／	，室蘭沖 �個／	）。これは，湾奥で水温が高く（����）

湾口（特に室蘭沖）で水温が低い（����）ことを反映した結果

と考えられる。水温は順調に上昇しているが，時計回りの渦は

まだ形成されていない。今後，昇温がさらに進み，時計回りの

渦が形成されれば，湾全体に浮遊幼生が高密度で分布するよう

になると期待される。�

浮遊幼生のサイズは順調に大きくなっており，殻長 ���～���

�
が中心で，����
を超える個体も出現し始めた（図 ��）。�

湾最深地点の深度 ��ｍ以深には高塩分で密度の高い水塊が

あり，やや溶在酸素の低下が見られる（図 �
，��）。しかし，

貧酸素水塊の基準である 

�／�よりは高く，問題はないと考え

られた。�

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年５月 ��日）�

図 ��．噴火湾最深地点における環境変量の鉛直変化（����

年５月 ��日）�
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図 ��．噴火湾（湾内沖合と湾口部沖合）におけるホタテガ

イ浮遊幼生の殻長組成（����年５月 ��日～��日）�
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図 ��．噴火湾におけるホタテガイ浮遊幼生密度（個／�）

の分布と深度 ��ｍにおける水温（℃）の等値線図（����

年５月 ��日），格子丸：調査船調査，点丸：指導所調査�
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（エ）【６月】（６月７日～９日）�

噴火湾全湾から南茅部まで浮遊幼生が高密度で観察された

（図 ��）。特に，渡島側で密度が高く，������ 個／	 を超える

地点も見られた。胆振側では，伊達沖で ����� 個／	 と高密度

の浮遊幼生がみられた。深度 ��ｍでは同心円状の等水温線がみ

られ，時計回りの渦が発達している事を示している。�

殻長は，付着直前の ���～
���
の幼生も多く見られ，順調

に成長していると考えられた（図 ��）。一方，小型（���～���

�
）の浮遊幼生も出現しており，長期にわたり良好な採苗が期

待される。�

湾最深地点の深度 ��ｍ以深では，先月よりも酸素濃度が低

下している（図 ��）。貧酸素の目安となる 
��
�／�よりは高い

が，注意していく必要がある。�

湾央では深度40ｍまで塩分32.0以下の低塩分水が見られる

が，ごく浅い深度 5ｍ付近に等水温線が密集している〈図 18〉。

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年６月７日～９日）�
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（オ）【７月】（７月５日～６日）�

噴火湾全湾で浮遊幼生の密度は低く（�～���個／	），浮遊幼

生の出現は終盤と考えられた（図 ��）。種苗密度（採苗器 ���

ｇ当たりの種苗数）は高く，胆振側で ������～�������個／���

ｇ，渡島側で ������～������個／���ｇだった。噴火湾の深度

��ｍでは同心円状の等水温線がみられ，時計回りの渦が発達し

ている事を示している。�

浮遊幼生は付着間際の大型（殻長 ���～����
）が中心で，

付着の最盛期は終わったと考えられる（図 ��）。�

シケが少なかったため，表層水の混合が進まず，躍層深度は

約 ��ｍと浅くなっている（図 ��）。最深地点の深度 ��ｍ以深で

溶在酸素濃度は低下しているが，深度 ��ｍ以深の溶在酸素は６

月調査時よりも増加している。�

湾縦断面の観測結果では，津軽暖流水のフロント部分と考え

られる塩分 

��～

�� の水が湾底部に流入しており（図 ��），

この流入が最深部の低酸素状態を改善させたと考えられた。�

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年７月５日～６日）�
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（カ）【９月】（９月 ��日～��日）

底層の低酸素水の分布は，９月は一部が砂原沖に分布してい

る（図 23）。底層の低酸素水は６月には長万部沖に，７月には

森沖に分布していたので，湾外水の流入により，低酸素水塊は

湾外に押し出されつつあると考えられる。

対流混合層の厚みは 12～13ｍであり，まだやや浅い状況に

ある（図 24）。７月調査で６月時点よりもやや改善のみられた，

深度 85ｍ以深の溶在酸素は，６月時点よりもさらに低酸素化が

進んだ。

７月に見られた津軽暖流のフロント部分（塩分 33.2～33.4）

の流入は止まっており（図 25），底層の低酸素状態の解消も進

んでいないと考えられる。

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分
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（キ）【��月】（��月 ��日～��日）�

海底上 �ｍの溶在酸素濃度は，９月調査よりも明らかに改善

した（図 ��）。�

対流混合層の厚みはすでに，��ｍあり（図 ��），今後は，底

層水がホタテガイ垂下深度へ出現する可能性は非常に低いと考

えられる。稚貝大量へい死の情報はなく，今年は，稚貝へい死

時期である ��月を無事に過ごしたと考えられる。�

湾外から津軽暖流水のフロント部分（塩分 33.2～33.4）が大

規模に流入しているのが観察された（図 28）。11月以降さらに，

湾内の水塊交換が進むと考えられる。�

図 ��．噴火湾縦断面（図１の 	１）における環境変量の分

布（����年 ��月 ��日～��日）�

図 ��．噴火湾最深地点における環境変量の鉛直変化（����

年 ��月 ��日）�

���水温 ℃ ��� ���� ���� ����

���� ����塩分 ���� ���� ����

�����密度 	T ���
� ����� ����� �
��

��������������������溶在酸素

�

��

��

��

��

��

��


�

��

��

噴
火

湾
最

深
部

(s
t.

3
4
) 

2
0
1
0
.1

0
.2

5

水
深

(m
)

水温

塩分

密度

溶存酸素

対

流

混

合

層

図 �
．噴火湾海底上５ｍにおける溶在酸素（�	／	）の分

布（����年 ��月 ��日～��日）�

������ ���	
 ��
�������

�����




